
項目 総合

家庭教育支援の充実に努める。
・家庭教育の支援
・個人面談等を生かした子育て不安等の解消

・個人面談や、ｓｓｗ等と連携を図った家庭教育の支
援を推進する。
・家庭教育学級の研修会等で子育て支援を図る。 ３

・　夏休みに全児童の保護者と個人面談を行い、保護者の
願いや悩みを聞き、助言や支援を行った。
・　家庭教育学級で、SNSやLGBTの講演会を実施し、子育
てに役立つ情報提供を行った。

確かな学力を育む教育を推進する。
・「分かった、できた」と児童が自信をもっ
て言える授業改善及び家庭学習の充実
・ＧＩＧＡスクール構想に向けたＩＣＴの活
用

・少人数を生かした授業を推進し、個々の
ニーズに応じた指導方法の工夫改善を行う。
・ＣＲＴ、各単元テスト等を分析し、対策を講
じ、実施する。
・ＩＣＴ利用環境を整え、個別に最適で効果的
な学びを支援していく。

３

・　夏休みの学力向上研修で、全ての学級における授業や
家庭学習の課題を明らかにし、授業改善及び家庭学習の
充実の手立てを考えた。手立ての一覧を全職員に配付する
とともに、1月には改善状況の確認をした。
・　全国学力学習状況調査やみやざき小中学校学習状況
調査、各単元テスト等を分析し、復習が必要な単元の課題
を準備し、学力の定着を図った。
・　研究主任が中心となり、タブレット等ＩＣＴを活用した効果
的な指導方法についての研修を何度も行ったことにより、教
職員のスキルが向上した。授業でも積極的に取り入れてい
る。

人権を尊重し豊かな心を育む教育を推
進する。
・「山本小当たり前のこと３か条」の指導を中心
とした基本的生活習慣の定着
・いじめの未然防止及び自他の生命を大切に
する道徳教育及び人権教育の推進
・

・３か条（あいさつ・返事・履物並べ）について
は、学校内とともに家庭と連携した取組になる
よう啓発していく。
・教育相談アンケート及びハートフル委員会
の活動を通していじめの早期発見、解決に努
める。

３

・　山本小当たり前３か条は、学校ではほぼ実践できるように
なっている。しかし、家庭や地域でのあいさつはまだ不十分
なので、家庭にも啓発しながら、継続的に指導を行っている
ところである。
・　毎月実施している教育相談アンケート及びハートフル委
員会をとおして、いじめの早期発見に努めている。「いじめ」
と認識できるケースはほとんどないが、教育相談等をとおし
て望ましい人間関係が醸成できるように指導・助言を行って
いる。

特別支援教育を推進する。
・校内組織の充実及び関係機関との連
携
・個別の教育支援計画、指導計画の共
有及びその活用

・特別支援コーディネーターを中心に、校内研修を
実施し、職員の意識を高めるとともに、関係機関との
連携を推進する。
・特別支援教育の視点を生かした、ポジティブ行動
支援及び学校全体で行う組織的支援の充実を図
る。

３

・　特別支援教育コーディネーターを中心に、校内支援体
制を構築しているところである。また、誰もが実態に応じた指
導・支援ができるように校内研修（事例研）にも取り組んでい
る。
・　病院・スクールカウンセラー・宮崎県発達障害者支援セ
ンター・特別支援学校等と連携し、児童の指導・支援にあ
たっている。
・　特別な教育的支援が必要な児童については、個別の教
育支援計画・指導計画を作成し、指導にあたっている。

キャリア教育を推進する。
・幼保小中との連携を図り、キャリアパス
ポートの活用
・学年の発達段階を考慮したキャリア教
育の見直しと計画的な実施

・児童が作成したレポートや作文などの記録
をしっかり残し、活用していく。
・「目指す児童像」を明確にし、発達段階に応
じた「かかわる力」「見つめる力」「追究する力」
「見通す力」の実践化に努める。

３

・　生活科や総合的な学習の時間に、川南保育園との交流
活動を行った。
・　社会科や総合的な学習の時間には、地域人材を活用
し、様々な仕事への理解を深めた。
・　行事に向けての抱負や行事後の感想などをキャリアパス
ポートに記入させ、発達段階に応じた「かかわる力」「見つめ
る力」「追究する力」「見通す力」の育成に努めた。

社会の変化に対応した多様な人財を育
む教育を推進する。
・ＧＩＧＡスクール構想に向けたＩＣＴの活用
・ＩＣＴ活用指導力の向上
・ＡＬＴ活用による国際理解教育の推進

・ICTを活用した分かりやすい授業の実践をし
たり、児童自らがICTを活用して「主体的・対
話的で深い学び」の機会を増やしたりする。
・外国語活動におけるALTとの連携を図り、国
際感覚をもたせ、コミュニケーション力を伸ば
す。

４

・　今年度、一人一台のタブレットが配付され、児童も発達
段階に応じて使用することになった。校内だけでなく、ＧＩＧ
Ａスクールサポーター等を活用した研修を重ね、職員のＩＣ
Ｔ活用指導力は向上した。
・　週１回のＡＬＴと連携した授業により、児童の英語による
コミュニケーション力は向上している。

安全、安心な教育環境の整備・充実に
努める。
・新型コロナウイルス感染症対策の徹底
・安全に関する危険予知・回避能力の育
成
・安全教育・防災教育の充実

・児童が主体的に行動できる実践的な感
染対策や防災教育等を推進する。
・敷地内の環境について、職員、児童の
目線で安全点検を実施する。 ４

・　毎朝の検温、マスク着用、手洗い・うがい、こまめな消毒・
換気等は児童にも定着している。また、毎日、職員による教
室内外の消毒も行っており、感染対策の徹底は図られてい
る。
・　避難訓練、集会や放送等による安全指導等をとおして、
危機予知・回避能力の育成が図れた。職員についても、危
機管理意識が高まっている。
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・図書主任を中心に、町図書事務と連携し、
図書室等の読書環境の整備と充実を図る。
・学年に応じた読書指導を計画的に進め、必
要に応じ、町立図書館の活用を行う。
・読み聞かせやファミリ―読書に積極的に参
加させる。

３

3.5

学校や家庭、地域等が一体となって取り
組む教育を推進する。（ＰＴＡ活動）
・地域の人的、物的資源の積極的な活用
・家庭と連携した健康教育、食育の充実
・地域学校協働活動推進委員等を生かしたＰＴＡ活動の活性
化

・学校と家庭、地域との連携を図った行事等
の推進を図る。
・地域学校協働活動推進委員や学校運営協
議会からの助言を生かした取組の推進を図
る。

郷土を愛し地域社会に参画する態度を
育む教育を推進する。
・「ふるさと学習」の充実
・「みどりの少年団」の活動の充実
・川南町（山本地区）ならではの行事への
積極的な参加の推進

読書活動を推進する。

・学校図書館活用の充実
・町立図書館との連携
・ファミリー読書の推進

教職員の資質向上と働き方改革の推進
に努める。
・教職員の業務の軽減
・教育活動の質の改善
・コンプライアンス遵守の徹底

・留守番電話の設置や文書等のデータ
ベース化及び校務支援システムの活用
を図り、児童と向き合う時間を確保する。
・ＯＪＴを機能させ、共同研修や個人研修
を充実させる。

４５

６

７

Ⅲ　教育を支える体制や環境の整備・充実

１

・　留守番電話が設置されたり、個人の携帯電話等での保
護者とのやり取りが制限されたりしたことを保護者に伝えたこ
とにより、夜間や休日の電話対応が減った。また、文書等を
データベース化したことで、業務の軽減を図ることができた。
・　年に2回のコンプライアンス研修を始め、毎週の終礼でコ
ンプライアンス遵守の徹底を図った。今年度、コンプライア
ンス違反に係る案件はない。

・「ふるさと学習」において、体験的な活
動や問題解決的な学習を行う上で、地
域や地域人材との関わりを重視する。
・４～６年生参加のみどりの少年団の活
動を地域に広げ、年間を通して充実させ
ていく。

・　新型コロナウイルス感染症により、地域の行事は中止に
なり、児童は参加の機会がなかった。
・　登り口奴踊り保存会に協力を得て、全児童が奴踊りを継
承し、保存会の方々と一緒に運動会で発表している。
・　生活科や社会科、総合的な学習の時間で地域人材や地
域素材を活用し、地域の一員としての自覚を高めている。
・　みどりの少年団活動で花を育てたり、校内や山本地区コ
ミュニセンター周辺の清掃活動に取り組んだりしている。一
人一鉢で育てた花は、家庭やコミュニセンターに飾り、家庭
や地域を明るくしている。

項目 方策・手立て
自己評価

３

評価指標　及び　具体的目標

２

Ⅰ　町民が生涯を通じて学び、教育に参画する社会づくりの推進

１

結果の考察・分析および改善策等

３

３．３

Ⅱ　社会を生き抜く基盤を培い、未来を担う人財を育む教育の推進

・　保護者や地域の人に、生活科・社会科・家庭科・総合的
な学習の時間等の講師を依頼した。
・　養護教諭からの保健便り、外部講師を招いての食育授
業のホームページでのお知らせ等をとおして、家庭へ健康
教育・食育の啓発を行った。

・　図書主任と町図書事務が連携し、使いやすい学校図書
館の設営に努めた。また、今年度は、図書購入候補の図書
を展示し、全児童から読みたい本の希望をとり、図書を購入
した。
・　町立図書館から、２か月に１回各学年の発達段階に応じ
た団体図書貸出を受けた。
・　６月と１１月には、ファミリー読書期間を設け、家庭で読書
に親しむ機会を設定した。

１

２

３

４
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２

Ⅳ　文化やスポーツに親しむ社会づくりの推進

１

学校体育の推進に努める。
・学校体育の充実による体力向上
・地域スポーツ団体との連携や国民文化
祭への参加の推進

・「体力向上プラン」を基に、分析結果を
生かした体育の授業の充実を図る。
・スポーツ少年団との連携を図ったり、文
化・スポーツイベントへ積極的に参加を
促したりして、文化やスポーツを楽しませ
る。

３

・　体育主任が作成した体力向上プランを全職員で共有し、
各学年の実態に応じた運動を取り入れながら体育の授業を
構成し、体力の向上を図った。
・　新型コロナウイルス感染症の拡大により、地域スポーツ団
体との連携は図れなかった。体育だけではなく、プロジェクト
委員会が計画した昼休みの「みんなで遊ぶ日」などを実施
し、遊びをとおした運動の推進を図り、スポーツに親しむ意
識を高めた。
・　全児童が国民文化祭・芸術文化祭向けた作品に取り組
んだ。
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